
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．定 員        34 名（最小開催人数 5 名） お早めにお申し込み下さい。 

２．申込み方法  右の申込みフォームよりお申込み下さい。 

 

３．受講料（消費税込） ２講座受講いただくと割引なります。 

賛助会員 ⇒ https://www.eccj.or.jp/member/index.php 

４．支払い方法         請求書がお手元に到着次第、指定口座にお振込み下さい。（振込手数料はご負担下さい。） 

開催日の前日までに振り込めない場合は必ず申込みフォームに支払い予定日を記入ください。 

また、実施１週間以内のキャンセルについては、理由の如何を問わず受講料はご請求させて 

頂きます。代理の方のご出席をご検討下さい。 

５．問合せ先         一般財団法人省エネルギーセンター 省エネ講座担当  

〒108-0023 東京都港区芝浦 2-11-5 五十嵐ビルディング 

そう TEL: 03-5439-9774   FAX: 03-5439-9776  E-mail：teceduc@eccj.or.jp 

Ⅰ 【賛助会員】  8,640 円 【一般】 10,800 円 

Ⅱ 【賛助会員】 12,960 円 【一般】 16,200 円 

Ⅰ+Ⅱ 【賛助会員】 17,280 円 【一般】 21,600 円 

 
  同同同日日日２２２講講講座座座開開開催催催 ２講座割引有 

開催日： 令和 元年 9 月 4 日 （水）  

場  所： 省エネルギーセンター 会議室 
 

 

平成 30 年度の定期報告において、事業者クラス分け評価制度の「Ｂクラス」に位置付けられた事業者は、
本年度実施される「工場等現地調査」等の対象となる場合があります。「工場等現地調査」では、判断基準の
遵守状況及び原単位の悪化要因等を調査します。 

本講座では、昨年度の「工場等現地調査」の調査報告書の重要なポイントをわかりやすく解説いたします。
「Ｂクラス」の事業者の方だけでなく、省エネの取組み促進を図りたい事業者の方にもご参考となる内容です。 

Ⅰ 工場等現地調査の「調査報告書」を読み解く 

カリキュラム 

・省エネ法の概要              ・事業者クラス分け評価制度について          
・判断基準の項目別の遵守状況から見る管理不十分な項目とその改善策 
・原単位の推移、原単位を改善できなかった要因、原単位の分母の見直し 
※当日の進捗状況により、内容等を変更することがあります。  

時間： 10：00～12：00 

Ⅱ 攻めの管理標準と省エネ補助金 
 管理標準を作成する上で、「自社の各設備の実態に合った管理内容であること」、「判断基準が求める要件に
整合していること」、「実際に各設備を運用管理する上で使いやすいこと」が重要です。 

本講座では、各設備の管理標準の作成のポイントと、戦略的省エネ推進のための管理規定について、わかり
やすく解説いたします。また、省エネ推進する上で活用できる補助金等の支援策についてご紹介いたします。 

時間：13：00～16：00 カリキュラム 

第 1 部  攻めの管理標準 
       ・エネルギー管理の基本的な考え方     ・管理標準の作成のポイント 

・管理標準の具体的作成例            ・判断基準の理解 
第 2 部  省エネ補助金等の活用 

・補助金の主な流れと経産省平成 3１年度予算の省エネ補助金について 
・経産省エネルギー使用合理化等事業者支援事業・環境省の補助金 他 

※当日の進捗状況により、内容等を変更することがあります。 
受 講 要 領 

※申込みフォームをご使用できない場合はご連絡ください。 
申込みフォーム 

住所：東京都港区芝浦 2-11-5  

（JR「田町」駅・都営三田線/浅草線 

「三田」駅から徒歩 8 分） 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfLFMgcJUdQoVUKZa3hrBI_lon1Z-U8whCclVtOffaLoio9iw/viewform?usp=sf_link

